
７月から「フードバンクかながわ」事
務局の一員として勤務することとなり、早
５ヶ月を経過しました。
フードバンクに来た時は、お米や飲料水

的なものはありましたが、フードドライブ用の棚にはほとんど
食品がなく、さびしさ感とともにフードドライブの取り組みが
課題でありました。こうした中、事務局は各事業者および賛同
団体にフードバンクの説明会（実地研修も含め）の開催を積極
的に呼びかけ、８月に入るとユーコープさんの20店舗において
フードドライブを取り組んでいただくこととなり、その後、多
くの賛同団体によるフードドライブが実施され、寂しかった棚
は様々な食品が絶え間なく置かれるようになり、皆様の取り組
みに感謝しております。
また、団体会員・個人会員ともに賛助会員数が伸び、食品寄

贈事業者・食品受け取り団体（行政・社協・こども食堂等）も
増加している状況となっています。引き続き「もったいない」
の精神のもと「分かちあい」を「ありがとう」の運動の一員と
して、頑張っていきますので、これからもどうぞよろしくお願
申し上げます。
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企業･官庁・学校･保育園・病院などでは防災備蓄品を用意し
ています。幸いなことに食べることがなかった備蓄品は、2か月以上
賞味期限を残してフードバンクへの提供が拡がっています。

乾パンのイメージがあった防災備蓄品は、食品加工技術が進み
近年大変おいしくなっています。アルファ米･缶詰ﾊﾟﾝ･お惣菜･お菓
子など、ニーズに合わせた品揃え。

中でも、ライフラインが止められている場合でも、少しの水があれば
食べられるアルファ米は好評です。
ＪＡ共済連かながわから提供されたアルファ米はきのこ、ドライカ
レー、鳥そぼろ、山菜おこわ、海鮮などの田舎ごはんや白米。レトル
のト筑前煮、おでん、豚汁でした。

50食単位の炊き出し用アルファ米の提供

相模原市森下記念病院からは50
食（5㎏）単位のアルファ米（白米･
五目御飯･ドライカレーレ･炒飯）を40 
箱提供がありました。この2000食は、
炊き出しによる食支援を行っている
横浜市中区寿町カナン・キリスト教会
に提供しました。

写真：カナン・キリスト教会
ホームページより

変わる！防災備蓄品

フードバンクかながわは、
フードバンク団体として初の公益社団法人に認定されました。

地域フードバンク活動を応援しよう

詳細はかながわ生き活き市民基金ＨＰへ

フードバンクかながわが、食品を提供している

瀬谷区の地域フードバンク「お福わけの会」が（公財）
かながわ生き活き市民基金の事業指定助成プログラ
ムｴﾗﾍﾞルの期間限定寄付募集にチャレンジします。

食べ物の不安なく、子供たちが安心して成長していく地域へ！
子供の貧困に取り組む地域のフードバンク活動（食糧支援活動）を支援
してください。
横浜市瀬谷区で始めた「お福分け活動」。きっかけは親と子のひろばに
集うお母さんからの「生活が苦しい」という声からでした。困窮以外に
も様々な困難を抱える家庭の現況が浮き彫りになり、地域にセーフティ
ネットの必要性に直面しています。寄付金により地域のネットワークを
作り、地域一体となって食料の分かち合いによる子どもの「食べられな
い」状況を防ぎます。

目標金額120万円 食品配達費用、広報費用、コーディネーター費
用、講演会開催費用などに活用。

【寄付期間
12月1日~3月20日】

缶詰パン

川崎市民まつりにて
パルゆめつなごう展にて

多様なアルファ米の変わりご飯 子どもたちも参加

mailto:info@fb-kanagawa.com
http://lively-citizens-fund.org/dona_eraberu/
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食品寄贈団体 22団体
提供団体登録 59団体
（行政・社協19、NPO・市民団体40）
食品寄贈 31,611点 15,261kg
内フードドライブ 5,953点 1,650kg
食品提供 21,253点 11,240kg

累計
４月～11
月27日

フードドライブとは、家庭の余剰食品などの食品寄付で食料の分かちあいと食品ロスの削減を行う活動です。

賛助会員入会状況
団体会員 38団体 216 口
個人会員 100名 125 口

ＷＥ21ジャパンは県下の11店舗で、
10月世界食料月間にフードドライ

ブを実施しました。

学習会から始める
取り組みに際しては、呼びかける
人が学習会･仕訳け研修などを体験
することで、寄贈食品数量・重量
とも多くなる傾向がみられました。

ＷＥショップとは

地域の皆さんから衣類や食器などを提供してもらい、販売収益か
ら海外支援をする寄付とボランティア参加のリサイクルショップ。
県内に55店舗。

「パルゆめつなごう展」でのフードドライブ

市民参加のフードドライブで食料支援を通じたわかちあい社会を

フードドライブの新しい流れを作る
フードドライブでは、フードバンク
までの配送が課題となりますが、Ｗ
Ｅの衣料品を倉庫まで配送している
コミュニティ配送の企業組合ワーコ
レ・キャリーとの連携を模索しまし
た。
地域の資源を出し合うフードドライ
ブは、地域の人たちに食料のわかち
あい、食品ロスの削減、ボランティ
アによるコミュニティづくりを広げ
る場となっていくのではないかと思
われます。

皆さんありがとうございました！ フードドライをやってみたい団体等がありましたら、フードバンクかながわまでご相談ください。
℡045-349-5803

生活クラブ生協組合員が1,2月に取り組むフー
ドドライブの前哨戦として、県下10センター
で職員･ワーカーズコレクティブによるフード
ドライブが行われています。

生活クラブセンターでの
フードドライブ

WEショップのフードドライブ かわさき市民まつりのフードドライブ

11月24日にパシフィコ横浜で開催されたパ
ルシステムかながわゆめコープ主催の「パ
ルゆめつなごう展」がフードドライブが行
われました。27日、28日にフードドライブ
品の仕分け体験が、パルシステムの職員研
修・組合員学習会で行なわれました。

11月2日～4日に行われたかわさき市民まつりでかわさ
き労福協によるフードドライブが行われました。

ユーコープは、8月の県下20店舗、
10月の相模原市の5店舗に続き、

2019年 1月4日～31日
県下61店舗で
フードドライブを実施します。

開始早々から、大きな袋にたくさ
んの食品が持ち込まれ、その後、
絶えることなくテントに足を運ん
でいただき、フードバンク・フー
ドドライブの質問や取り組みの賛
同者からその場で食品を購入して
寄贈された方もおりました。終盤
には、ビニール袋に一杯のお菓子
類が届き、多くの食材が集まり川
崎労福協の皆様のご厚意に感謝を
申し上げます。（小林)

神奈川ワーカーズ・コレクティヴ連
合会でもフードバンクを実施

予
告

ユーコープ61店舗で
フードドライブ実施1

子ども食堂の人気は
甘口カレーです。


